






目的 

新生児高ビリルビン血症に対する光療法の効果はもはや確立された事実であるが,その光

源としてどの波長帯の光が適当であるかについてはいまだ明らかな結論が出されていない。

現在使用されている blue light は広範囲の波長を有する光の集族からなるが,Speck らは

このうち 400-450nm の波長の光が,細胞の DNA の断裂をひきおこす事実を報告し,blue 

light による潜在的な副作用の可能性を指摘している。一方,Ve ㏄ hi らは,greenlight が

in vitro でビリルビン濃度を低下させることを報告し,さらに大西らによりその理論的妥

当性がしめされるにいたって,光療法の光源としてgreen lightの方がより適切ではないか

という議論がなされるようになった。しかもその臨床的効果に関しては,大西らの報告と藤

掛らの成熟児に対する検討があるにすぎない。今回我々は,低出生体重児における green 

light の効果と副作用について検討した。 


